
 

 

 

 

 

 

 

 

環境活動レポート 
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平成２８年４月３０日 

株式会社 真田化鋼 
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～ 平成 27 年度の総評～ 

平成 27 年度はものづくり補助金制度（平成 27 年 5 月採択）を利用して新製品

の開発及び最新の機器を導入することができました。 

平成 28 年 2 月に 2台導入した最新型トラバース（射出成形機用自動取出機）は

製造現場の合理化・省力化によりコスト削減につながりました。 

又、新製品を開発し、平成 27 年 6 月には「ＫＥＮＴＥＮ展示会（建築材料・住

宅設備総合展）」、平成 27 年 11 月にはＡＴＣ小ホールにて行われた「中小企業

新ものづくり・新サービス展」に出展してＰＲ活動を行いました。 

今後も省エネタイプの機器への切り替えや設備投資に向け、売上げ・収益率を上

げるためにも環境への負荷の少ない新製品の開発に取り組んで行きます。 

本年度は廃棄物排出量・電気使用量の削減目標は達成出来ませんでしたが、 

引き続き環境活動に努め来年度の目標達成を目指します。 

 

 

 

平成 28 年 4月 30 日 

代表取締役 真田廣幸 
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● 環境方針 

 

＜基本理念＞ 

 

我社の信条である「質実勤労」に「環境配慮」を加えて、 

これを我が社の基本理念とします。 

次世代の為に少しでも環境破壊を食い止める事が出来るよう、 

全ての事業活動を通じて環境保全に努めます。 

 

＜行動指針＞ 

 

下記の行動指針に基き、事業活動を通じて、環境保全活動を推進します。 

1）事業活動の全領域で、安全を図り、省資源、省エネルギーに努めます。   

又、これを配慮した商品を提供します。 

2）環境汚染を未然に防止すると共に、環境経営システムと、 

環境保全実績が継続的に改善できるようにします。 

3）環境関連法規の遵守に努めます。 

4）地域の環境保全活動への積極的な参画、社会貢献に尽くします。 

5）次の事項を重点的なテーマとして、環境目標を設定し、 

必要とあれば目標を見直す等、効果的な取り組みを行います。    

a. 製品廃材のリサイクルに努めます。    

b. 包装用紙、ダンボールケース等を削減し、廃棄物の排出を減らします。     

c. 省エネルギーに努め、エネルギー（電気）の使用量を削減します。 

d. 水の使用量を削減します。 

e. 良好な作業環境の維持に努めます。 

f. グリーン購入を促進します。 

 

平成 17 年 5 月 1 日制定 

平成 22 年 4 月 30 日改訂 

                   株式会社 真田化鋼 

                       

代表取締役 
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● 事業活動の概要 

 

（１） 事業者名及び代表者名 

株式会社 真田化鋼 

  代表取締役社長 真田廣幸 

 

（２） 所在地 

 大阪府大阪市生野区中川東１丁目９番２号 

 

（３） 環境保全関係の担当者連絡先 

担当者：真田秀香 

連絡先：ＴＥＬ ０６－６７５１－４３７２ ＦＡＸ ０６－６７５８－７０８９ 

e-mail sanada_kako@key.ocn.ne.jp 

 

（４） 事業の内容 

 ・会社の沿革 

 昭和２７年    商号を眞田金属製作所とし、 

建築金物、主に南京錠の製造に専念 

 昭和３３年５月  合成樹脂射出成形工場及び金型製作工場を設立 

 昭和５０年１２月 法人組織 株式会社眞田化鋼に変更 

  

・ 事業内容 

建材化成品、家具金物等製品の射出成型加工及び金型製作 

＜主製品＞ 

建築金物化成品（換気孔・建材・建具用等） 

家具金物化成品（ハンドル・引手・アジャスター・パーツ類等） 

 

（５） 事業の規模 

従業員数 ２２名 

敷地並建物 本社工場        敷地１８０坪 ３階建 延４００坪 
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 （６）環境組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （７）対象範囲（認証･登録範囲） 

建材化成品、家具金物等製品の射出成型加工、金型製作・維持 

 

工場責任者 

工場長：宮崎 

総務部長 

真田秀香 

事務局 

井口 

ＥＡ２１推進責任者 

真田秀香 

ＥＡ２１統括責任者 

社長：真田廣幸 

組立作業責任者 

寺西・杉本 

車両管理者 

井上 

資材購入管理者 

井口 

廃棄物責任者 

宮崎（全員） 

化学薬品管理者 

防災管理者 西浦 

EA21推進会議 

社長・真田 

宮崎・井口 
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● 環境目標と実績 

※平成 27年度の購入電力の排出係数は前年度に引き続き平成 26年 12 月 5日公表の関西電

力㈱の数値（0.522 kg-CO2/kWh)を用いています。 

 （１）環境目標（中・長期） 

項  目 平成２７年度目標 平成２８年度目標 平成２９年度目標 

廃棄物排出量を削減する 1％削減 

（前年度比） 

１％削減 

（前年度比） 

１％削減 

（前年度比） ：廃棄物排出量削減 

省エネルギーに努める 1％削減 

（前年度比） 

１％削減 

（前年度比） 

１％削減 

（前年度比） ：電気使用量削減 

水の使用量の削減 １％削減 

（前年度比） 

１％削減 

（前年度比） 

１％削減 

（前年度比） ：水使用量削減 

グリーン購入の促進 購入率 60％ 

（全体比） 

購入率 70％ 

（全体比） 

購入率 70％ 

（全体比） ：事務用品の購入率の向上  

 

 （２）実績 

  単位 
基準年 

H16 年度 
H26 年度 H27 年度 

前年度 

 比 

基準年 

度比 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 141,431 95,157 95,300 100% 67% 

購入電力 ＭＪ 3,472,595 1,692,068 1,711,688 101% 49% 

化石燃料 ＭＪ 166,436 78,968 65,589 83% 39% 

水資源投入量 ｍ3 636 360 342 95% 54% 

廃棄物排出量 ｔ 3.2 1 1.6 160% 50% 

総物質投入量 ｔ 244 122 120 98% 49% 

製品生産量 ｔ 209 108 109 101% 52% 

容器包装使用量 ｔ 34 15 13 87% 38% 

グリーン購入率 ％ － 64 51   － － 

※平成 16 年度廃棄物排出量は、データが不完全の為、推量値 

※グリーン購入率は物品数量にて算出 

 ・二酸化炭素排出量・水質資源投入量・廃棄物排出量・グリーン購入 

購入電力購入量が前年度比と変わらず、二酸化炭素排出量はほぼ横ばいであった。水質資源

投入量は年々減少している。 

廃棄物排出量は前年度には産廃がなかったため 60％増となったがその他廃棄物排出量は目

標に達している。グリーン購入は目標を達成できず次年度は対策が必要。 
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● 平成 27 年度  

環境活動計画と取組結果・評価 

 

 ４段階評価 ◎…よくできた ○…できた △…昨年と同様 ☓…昨年以下 

目標と活動内容 結果・評価 

（１）製品廃材をプラスチック原料へ再生利用 出来た 

１ 再生利用の準備 ○ 

２ 粉砕原料の利用 ◎ 

継続して取り組む。 

（２）廃棄物排出量を削減する 

  ：分別排出の励行 排出量 H27 年度  1％減（昨年比） 
60％増 

１ 分別収集 ○ 

２ 包装資材の削減 ○ 

３ ダンボールの再利用 ○ 

４ 金属類のリサイクル △ 

前年度は産業廃棄物を出さなかった。 

廃棄物の削減と分別収集の維持継続に取り組む。 

（３）省エネルギーに努める 

：電気使用量 H27 年度 1％減（昨年比） 
1%増 

１ 不要時の消灯 ○ 

２ 空調の温度調節 ◎ 

３ 省エネタイプの機器への切替 ◎ 

４ 機械設備の効率的運用 ○ 

５ デマンドコントラーの設置 ○ 

６ エコドライブに努める ○ 

食堂・応接室のエアコンを入替えた。 

今後、新型のトラバース 2台の切替で作業効率の改善と省エネ効果を期待する。 
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（４）水の使用量の削減  

：水使用量 １％減（昨年比） 
5％減 

１ クーリングタワーの水槽の管理 △ 

２ 手洗い場の漏水のチェック ○ 

３ 工場内トイレの水漏れチェック ○ 

４ 食堂・事務所の漏水のチェック ○ 

維持に努めている。 

（５）良好な作業環境の維持に努める 

：各自の作業環境の整理整頓 
出来た 

１ 工場内の整理整頓 ○ 

２ ２階作業場の整理整頓 ○ 

３ 金型場の整理整頓 ○ 

４ ２号倉庫２階作業場の整理整頓 ○ 

５ 事務所の整理整頓 ◎ 

６ 粉砕場の整理整頓 ○ 

維持に努めている。 

継続して取り組む。 

（６）環境保全活動への参加・協力に努める 

：環境に関する基金への募金 
出来なかった 

１ 環境に関する基金の募金活動 × 

情報を収集し継続して取り組む。 

（６）グリーン購入の推進 

：事務用品のグリーン購入比率 60％ 
51％ 

１ 事務用品の購入率の向上 × 

価格・実用性を重視して購入した品目が多く目標を達成出来なかった。 
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● 環境コミュニケーションの実施 

・引き続き地域美化のため、社屋周辺の清掃毎日行なっている。 

・朝の挨拶の奨励をしている。 

● 教育・訓練の実施 

・定めた環境目標は社内に掲示し印刷物を社員全員に配布した。 

・勉強会を 2回実施した。 

 

● 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

   ・当社の企業活動に伴い適用される主な環境関連法規等は下記の通りです。 

違反する事項はなく、また関連機関等から 3年間にわたり特に指摘等もなく、 

訴訟等も同様に一件もありません。 

             記 

No. 法 規 名 改正日 該当する項目 適合性 

1 環境基本法 H17.6.3 環境政策の根幹基本法 〇 

2 廃棄物処理法 H27.7.17 事業者の責務 〇 

3 騒音規制法 H26.6.18 特定施設の設置の届出 〇 

4 振動規制法 H26.6.18 特定施設の設置の届出 〇 

5 自動車 NOx・PM法 H23.8.30 適合しない車両の使用中止 〇 

6 自動車リサイクル法 H28.5.18 自動車の所有者の責務 〇 

7 大気汚染防止法 H27.1.26 ＶＯＣの管理 〇 

8 道路運送車両法 H28.1.26 安全輸送 〇 

9 省エネ法 H27.9.9 エネルギー使用の合理化・有効利用 〇 

10 化管法（PRTR 法） H27.7.1 化学物質の自主的な管理 〇 

11 消防法 H25.3.27 消防計画 〇 

12 フロン排出抑制法 H25.6.12 業務用空調機の管理 〇 

13 
大阪府地域温暖化防

止等に関する条例 
H25.4.1 

電力ピーク対策の促進 

府、事業者、府民の責務 
〇 

14 大阪市廃棄物規則 H25.10.15 
廃棄物の内、紙類の焼却防止。紙類は

全てリサイクルとする。 
〇 

以上 
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● 代表者による全体評価と見直しの結果 

   ・環境管理責任者による報告と代表者による全体評価と見直しを 

下記の様に、行いました。 

開催日：平成 28 年 4 月 10 日 

環境管理責任者報告（真田秀香） 

No 項   目 報 告 内 容 

１ 環境目標の達成状況 

環境目標達成に向けて省エネ・節水・廃棄物削

減・環境保全などの取り組みを全社一丸となっ

て進めています。 

２ 是正及び予防処置に関する情報 

射出成形機用自動取出機を 2 台導入しました。 

エアコン 2 台の切り替えなど設備投資を行いま

した。前回より引き続きの課題として省エネタ

イプの照明器具への切り替えを考えています。 

３ 法規制に関する情報 

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環

境関連法規制等は遵守されていました。なお、関

係機関及び工場近隣からの違反の指摘、訴訟等

も過去３年間ありませんでした。 

４ その他、必要な情報 

社員の健康・安全・安心に努め労働環境の良い企

業を目指します。また、社員間のコミュニケーシ

ョンの奨励を実施します。 

 

代表者の指示事項（代表取締役社長 真田廣幸） 

No 項   目 
変更の必要性 

指 示 内 容 
あり なし 

１ 環境方針  ○ 環境方針を継続する 

２ 環境目標  ○ ３R の活動の取組を継続する 

３ 
環境経営システムの

ための組織 
 ○ 環境関連法規を遵守していく 

４ 
その他、環境経営シ

ステムに関する要素 

 
○ 

安全な作業環境と環境保全活動を充

実させる 

 


